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会
長  

藤
本 

悟
志 

Ｎ
二 

柳
井
中
学
校
出
身 

  
 

去
年
に
引
き
続
き
生
徒

会
役
員
に
選
ば
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
を
徹
底
し
、

よ
り
良
い
柳
井
学
園
に
し

て
い
け
る
よ
う
に
努
め
た

い
で
す
。 

監
査 

柳
川 

隆
弥 

Ｂ
二 ―

一 

玖
珂
中
学
校
出
身 

監
査 

澄
川 

沙
羅 

Ｎ
一 

和
木
中
学
校
出
身 

 
昨
年
十
二
月
十
六
日
（
火
）
に
、
体
験
学
習
が
行

わ
れ
、
普
段
は
あ
ま
り
で
き
な
い
よ
う
な
特
別
な
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
 
 

 
一
年
生
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方
に
宛

て
る
絵
手
紙
の
作
成
を
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン

ド
で
絵
手
紙
の
講
師
を
さ
れ
て
い
る
先
生
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
は
和
気
あ
い
あ
い
と
そ
れ

ぞ
れ
の
絵
手
紙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
受
け

取
っ
た
方
の
心
を
温
め
て
く
れ
る
よ
う
な
い
い
作
品

が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

 
二
年
生
は
、
映
画
鑑
賞
を
実
施
し
ま
し
た
。
目
的

は
、
今
春
の
修
学
旅
行
で
訪
れ
る
沖
縄
や
日
本
の
戦

争
の
歴
史
を
学
び
、
平
和
に
対
す
る
意
識
を
養
う
こ

と
で
す
。
映
画
は
、
「
あ
ゝ
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
と
い
う

題
名
で
、
米
軍
上
陸
に
揺
れ
る
人
々
に
焦
点
を
当
て

た
壮
絶
で
痛
ま
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
の
も
の
で
し
た
。

生
徒
た
ち
は
こ
れ
を
機
会
に
、
今
ま
で
以
上
に
強
く

平
和
へ
の
思
い
を
胸
に
抱
い
て
い
ま
し
た
。
 

 
三
年
生
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
内
散
策
や

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
九
時
出
発

で
、
柳
井
天
満
宮
ま
で
の
範
囲
を
散
策
し
、
各
自
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
自
分
達
の
学
舎
の
あ
る

街
を
散
策
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
街
の
風
情
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 
今
回
の
学
習
で
、
ど
の
学
年
も
自
分
達
の
糧
と
な

る
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
度

も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
生
徒
の
皆
さ

ん
は
普
段
の
生
活
に
日
々
精
進
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

○
平
成
二
十
七
年
度
用
 

国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動
標
語
募
集
 

 
育
樹
の
部
 

特
選
 
魚
原
 

麻
莉
阿
（
Ｎ
一
）
 

 ○
平
成
二
十
六
年
度
 

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
 

（
標
語
 
高
等
学
校
の
部
）
 

 
山
口
県
選
挙
管
理
 

 
委
員
会
委
員
長
賞
 
藤
井
 

美
穂
（
Ｎ
二
）
 

 ○
平
成
二
十
六
年
度
 
 

山
火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
用
 

 
 
原
画
・
標
語
募
集
（
標
語
）
 

 
日
本
森
林
振
興
会
 

 
 
 
 
 
会
長
賞
 
西
元
 

瑞
穂
（
Ｎ
二
）
 

 ○
第
九
十
七
回

 

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
 

「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

 
優
秀
 
 
 
岡
本
 

優
花
（
Ｇ
Ｂ
一
‐
二
）
 

 ○
第
二
十
七
回

 

東
洋
大
学
 

 
 
「
現
代
学
百
人
一
首
」
 

 
入
選
 
 
 
 
 
 
弘
中
 

千
遥
（
Ｎ
一
）
 

 
中
に
は
、
全
国
的
に
も
素
晴
ら
し
い
賞
を

受
賞
し
た
人
も
い
て
、
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

あ
る
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に
、

自
ら
の
感
性
で
紡
ぎ
あ
げ
た
「
こ
と
ば
」
が

こ
の
よ
う
な
形
で
称
賛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
き
っ
と
本
人
た
ち
に
と
っ
て
も
特
別
な

こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
以
下
、
受
賞
し
た
生
徒
で
す
。
 

副
会
長  

吉
岡 

創 

Ｇ
二 

柳
井
中
学
校
出
身 

  
 

今
年
の
生
徒
会
役
員
は

経
験
が
豊
富
な
人
達
が
集

ま
っ
て
お
り
、
充
実
し
た

学
校
作
り
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

副
会
長  

村
本 
彩
乃 

Ｎ
二 

平
田
中
学
校
出
身 

  
 

去
年
に
引
き
続
き
生
徒

会
役
員
で
活
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
去
年
、

生
徒
会
の
活
動
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
よ
り
よ

い
学
園
を
目
指
し
頑
張
り

ま
す
。 

 

会
計 

横
畠 

沙
羅 

Ｇ
Ｂ
一―

一 

大
和
中
学
校
出
身 

 
昨
年
の
春
か
ら
、
様
々
な
団
体
か
ら
標
語
 

･
俳
句
が
募
集
さ
れ
ま
し
た
が
、
見
事
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
生
徒
が
数
多
く
い
ま
す
。

 
昨
年
十
二
月
十
五
日
（
月
）
に
生
徒
会
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

 

生
徒
会
役
員
に
は
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
立
ち
振
る
舞
い
が
 

求
め
ら
れ
ま
す
。

 

日
ご
ろ
か
ら
気
を
引
き
締
め
、

 

立
会
演
説
会
で
全
校
生
 

徒
に
誓
っ
た
言
葉
を
忘
れ
ず
に
、
柳
井
学
園
が
さ
ら
に
よ
り
良
い
学
校
に
 

な
る
よ
う
今
後
の
生
徒
会
活
動
に
励
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

A

普
通
科
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
 

G

普
通
科
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス

 

B

普
通
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
 

 
 

N

衛
生
看
護
科
を
示
し
ま
す
。
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○フェンシング部 

 ＪＯＣジュニア・カデオリンピック選手権大会 

・日時 １月７日（水）～１月１０日（土） 

・会場 駒沢オリンピック公園体育館 

・結果 ＜カデの部＞ 

   女子フルーレ  森重 紗樹 １回戦敗退 

              芳﨑 晴菜 １回戦敗退 

   女子サーブル   木村 結   ２回戦敗退 

   男子サーブル   青山 凌太 ２回戦敗退 

   ＜ジュニアの部＞ 

              木村 結   第３位（アジアカデ出場決定） 

○女子バスケットボール部 

山口県高等学校バスケットボール新人大会 

・日時 １月１０日（土） 

・会場 下松スポーツ公園 

・結果 本校 ７１ー８３ 光丘 

○男子バスケットボール部 

山口県高等学校バスケットボール新人大会 

・日時 １月１０日（土） 

・会場 徳山大学 

・結果 本校 ４４－８３ 小野田 

○女子バレーボール部 

山口県高等学校バレーボール新人大会兼山口県体育大会 

・日時 １月３１日（土）～２月１日（日） 

・会場 維新百年記念公園スポーツ文化センター アリーナ 

・結果 

 
平
成
二
十
七
年
度
の
国
公
立
大
学
の
推
薦

入
試
で
、
本
校
か
ら
普
通
科
ア
ド
バ
ン
ス
ト

コ
ー
ス
三
年
の
岡
﨑
天
磨
君
（
周
東
中
学
校

出
身
）
が
山
口
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
に
、

堀
江
怜
奈
さ
ん
（
和
木
中
学
校
出
身
）
が
山

口
大
学
農
学
部
に
そ
れ
ぞ
れ
合
格
し
ま
し
た
。

 
ま
た
、
一
月
十
七
・
十
八
日
に
は
、
セ
ン

タ
ー
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
個
別
試
験
を
控
え
て
い
る
生
徒
も
い

ま
す
。
こ
の
結
果
次
第
で
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
が
左
右
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
実
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
最
後
ま
で
気
を
抜
か
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

 

 
一
月
十
八
日
（
日
）
に
第
二
十
九
回

市
民
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
こ
の
市
民
駅
伝
で
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
ス
タ
ー
ト
、
柳
井
西
中
ゴ
ー
ル

ま
で
の
計
十
七
・
二
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

走
り
ま
し
た
。
 

 
本
校
は
、
高
校
生
男
子
の
部
で
野
球

部
八
チ
ー
ム
、
一
般
の
部
で
教
員
二
チ
 

     

 
昨
年
十
二
月
十
二
日
（
金
）
に
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
学
習
発
表
会
で
は
、
衛
生
看
護
科
三
年
生
が
一

年
間
の
臨
床
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
班
ご
と
に
ま
と
め
、
衛

生
看
護
科
一
・
二
年
生
に
対
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
イ
ズ
を
用
い
る
な
ど
各
班
に
様
々
な
工
夫

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
習
発
表
会
に
は
衛
生
看
護
科

一
・
二
年
生
の
ほ
か
に
、
実
習
先
の
看
護
師
さ
ん
や
、
保
護

者
、
出
身
中
学
校
の
先
生
な
ど
三
年
生
に
と
っ
て
大
切
な

方
々
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
年
生
は
発

表
後
、
実
習
先
の
看
護
師
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
一
・
二
年
生
は
、
来
年
度
、
再
来
年
度
に
先
輩
の
よ
う
な

発
表
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
。
三
年
生
の
皆
さ
ん
は
臨
床
実
習
で
学
ん
だ
こ
と

を
実
際
に
生
か
し
、
立
派
な
看
護
師
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
 

）
 

品
      

一
班
 
中
本
朱
理
 
渡
部
海
 
上
田
悠
希
 
久
保
遥
花
 

 
「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
込
み
悡
者
の
看
護
」
 

 
 
～
退
院
に
向
け
た
支
援
～
 
 

二
班
 
稗
田
沙
也
香
 

三
宅
由
季
乃
 

新
本
有
梨
 

山
本
梨
乃
 

 
「
退
院
に
向
け
た
看
護
と
は
」
 

三
班
 
髙
石
ま
り
あ
 

清
水
美
沙
 

八
島
衣
里
 

 
「
掻
痒
感
の
あ
る
悡
者
の
看
護
」
 

四
班
 
上
川
睦
美
 

藤
本
祥
世
 

佐
々
野
寛
子
 

金
子
真
夕
 

 
「
幻
視
・
幻
聴
の
あ
る
悡
者
様
と
の
関
わ
り
で
学
ん
だ
こ
と
」
 

五
班
 
藤
川
安
奈
 
中
村
愛
咲
美
 
田
中
真
珠
夏
 

 
「
園
児
に
手
洗
い
指
導
を
行
っ
て
」
 

六
班
 
中
内
亜
美
 

森
重
な
な
 

馬
越
晶
子
 

 
「
ス
ト
ー
マ
造
設
後
の
悡
者
の
丌
安
」
 

 
 
～
パ
ウ
チ
装
着
を
体
験
し
て
～
 

七
班
 
川
口
ゆ
か
り
 

田
中
瀬
奈
 

品
川
こ
の
美
 

小
川
瑠
美
 

 
「
曝
露
対
策
と
は
」
 

 
 
～
私
た
ち
に
で
き
る
対
策
と
注
意
～
 

八
班
 
宮
本
佳
奈
 

友
田
美
空
 

中
村
倫
子
 

藤
原
朱
里
 

 
「
悡
者
の
理
解
と
判
断
を
支
え
る
た
め
の
看
護
」
 

 
 
～
悡
者
に
伝
わ
り
や
す
い
説
明
方
法
～
 
 

九
班
 
安
本
麻
央
 

井
下
未
友
紀
 

冨
山
祐
紀
子
 

杉
村
喜
美
子
 

 
「
ダ
ウ
ン
症
児
と
の
関
わ
り
方
」
 
 
 
 
 
 

２２－２５ 

１４－２５ 
本校 ０        ２ 徳山商工 第８位 

平成２６年年間成績５７校中６位 

２５－１９ 

２５－１６ 
本校 ２        ０ 中村女子 

２５－ ２ 

２５－ ４ 
本校 ２        ０ 宇フ大付香川 ２回戦 

３回戦 

準々決勝 

 

ー
ム
、
女
子
の
部
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

が
参
加
し
ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
一

生
懸
命
に
走
り
、
そ
の
中
で
も
野
球
部

Ａ
チ
ー
ム
は
六
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

 
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
行
事
に
参
加

し
、
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
学
校
と
し

て
地
域
へ
の
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

ス

 
。
 


